
 

 

こんにちは。トリプルアイズ広報の白石です。 

いつもお読みいただきありがとうございます。 

 

年明け早々に緊急事態宣言が発令され、慌ただしい 1 月をお過ごしの方も多かったのではないでしょうか。ま

だまだ落ち着かない日々が続きますが、一人ひとりができる範囲で感染防止に努めたいですね。 

ところで、ノベルティはお手元に届きましたか？ 

 

 

 

今回は『マスクの AI 店長プリント・マスクケース』を作成しました。 

食事の際に、マスクをどこに置いておこう？ と思われた経験、皆さま一度はあるのではないでしょうか。 

 

実は食事シーン以外にも便利な使い方があります。それは予備マスクの持ち運びです。 

紐が切れたり、汚れたりしてマスクが使えなくなり困ったことありませんか？ このケースがあると予備のマス

クを持ち歩け、潰れたり折れ曲がったりの心配もいりません！ 

お仕事に携帯いただき、ご活用いただけるとうれしく思います。 

まだ手元に届いていないという方はお気軽にご連絡下さい。営業担当もしくは白石がお届けさせていただきま

す！ 

 

今回は「少子化とロボットについて」お届けします。1 月は成人式の月ですので、季節の話題と IT を絡めて考

察しています。今回もぜひ最後までお楽しみください！ 
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1．少子化日本をロボットが救う？ コロナ禍の成人の日に考えたこと 
 

1 月 11 日は成人の日でしたね。今年は催しを控える自治体が多く、残念な思いをした新成人もいたと思いま

す。 

 

今年成人式を迎えた日本人は全国で 124 万人。これは前年比 2 万人増だそうです。とはいえ、ピークだった

1970 年の新成人が 246 万人でしたから、50 年でおよそ半減したことになります。 

50 年前の新成人が高齢者の層に移動していることを考えると、少子高齢化という言葉が実感されますね。 

 

このまま少子化が進行すると、2100 年の日本の総人口は現在の半分以下になると見込まれています。 

2100 年は遠い未来ですが、人口減と高齢化による労働力の不足はすでに現実化しています。2025 年には、情報

サービス・流通・農林水産・運輸・建設のセクターで深刻な労働力不足が懸念されています。 

そこで労働力不足の解決策として注目されているのがロボットです。 

 

AI エンジンを搭載した機能特化型のロボットはすでに様々な産業で活用されていますが、機能複合型のロボッ

トが開発されることで、さらに身近なところでも労働の担い手として期待されます。 

実は日本はロボットが活躍するには適した国だという意見があります。 

 

一つ目の論拠はものづくりの技術。機械・ロボットなどのものづくりは日本企業が得意とするところです。東京

大学特任准教授である松尾豊先生は、「インターネットのイノベーションがシリコンバレー向きだったのと比べ

ると、機械やロボットが活躍するイノベーションは、はるかに日本企業向きであることは間違いない」と力強く

おっしゃっています（毎日新聞： https://mainichi.jp/articles/20161028/ddn/008/020/037000c）。 

 

二つ目がまさに世界でも類を見ない超高齢化の先頭を走っていること。少子化は国が旗を振っても改善する兆し

は見られません。危機感を抱く産業界はその前に何とかしようと、こぞって AI 化やロボットの活用に取り組ん

でいます。 

 

三つ目が「鉄腕アトム」や「ドラえもん」を生んだ国であるということ。日本人にとって人間を助けてくれるロ

ボットはなじみ深いものであり、受け入れやすいと思われます。また、弊社代表のようにアトムやドラえもんの

魂を注入されたエンジニアもたくさん存在しています。 



 

 

銀座メガネ様で受付で活躍するコミュニケーションロボット「Sota」 

Sota（ソータ）はヴイストン株式会社の登録商標です。 

 

弊社が開発した AIZE は、「コンピュータに眼を持たせる」ことを実現しました。すでにコミュニケーションロ

ボットの Sota に組み込まれています。AIZE はクラウド上の AI エンジンなのでデバイスを選びません。トリプ

ルアイズはこれからも AI の自社開発にこだわり、明るい未来の創出に取り組んでまいります。 

2．「テクノロジー・ファーストセミナー」のご案内 
■【本日 1 月 28 日（木）開催】「2021 年 AI 新潮流を大胆予測」セミナー！■ 

 

 

 

本日 1 月 28 日（木）の 14:30〜16:30 に、「2021 年 AI 新潮流を大胆予測」と題し、 

経営者・DX 担当者向けの無料 Web セミナーを開催いたします。 

 

【開催日時】 

2021 年 1 月 28 日（木） 14:30〜16:30 

 



【参加費】 

無料 

 

【こんな内容です！】 

・AI 導入企業に学ぶスモールスタートの秘訣 

・DX を一気に進める「顔認証」の導入事例 

・ディープラーニングを知り尽くしたエンジニア社長が語る AI 導入のポイント 

 

 

また、受講アンケートにご回答いただいた中から 1 名様に「AIZE 搭載サーモグラフィー」（18 万円相当）を

プレゼントいたします！ 

 

参加をご希望の方は、本メールにご返信いただけますと幸いです。 

当日参加も大歓迎ですので、皆様のご参加お待ちしております！ 

  

3．トリプルアイズ新着情報 
これは便利！サーモ機に取り付け可能な自動消毒ディスペンサーの取り扱いを始めました。 

検温しながら手をかざすだけで手指をアルコール液で消毒できるディスペンサーです。 

 

 

 

ご利用中のサーモ機にアタッチメントで簡単に取るつけることができます。 

特別価格 6000 円（税別）で販売中です。 

ご興味のある方は、ぜひ本メールにご返信ください。 

  



****************************************************************************************************** 

編集後記 

今回もトリプルマガジンをお読みいただきありがとうございます。 

 

冒頭でもご紹介させていただいた、「マスクの AI 店長プリント・マスクケース」がまだ手元に届いてない方は、

お気軽にご連絡ください。 

 

何かと不便の多い今日この頃ですが、この状況が一日も早く解消され、平穏な日々が取り戻せるよう心から願っ

ております。お互い元気に乗り越えましょう！ 

 

引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

****************************************************************************************************** 

 


